
モデルスケジュール
10：00 のんほいパーク到着（⻄門）バス下⾞
10：10 プログラム説明（⻄門前）担当：のんほいパーククラブ

パネルラリー説明・パネルガイドの説明・パネルラリーマップ兼設問用紙配布
10：20〜13：40 昼食・パネルラリー・パネルガイド

■パネルラリー（子どもたちが園内を巡り、パネルを見て学習）
①アムールトラ（森林の減少とともに） ⑥ライオン（命を繋ぐこと、屠体給餌）
②アジアゾウ（森をつくる動物たち） ⑦コウノトリ（高いお米を食べるわけ）
③北極ぐま（地球温暖化が招いた絶滅への道） ⑧オランウータン（森でしか生きていけない僕たち）
④海洋プラスチック問題（プラスティックに苦しんで） ⑨サンショウウオ（身近な生物多様性保全）
⑤シロサイ（迷信が招いた絶滅への道） ⑩コツメカワウソ（密輸入される動物たち）

■パネルガイド（各約15分）（下記のうち2つガイド実施。最大2クラス、複数回実施可）
Ⓐボルネオ保全活動 場所：大沢池前デッキ付近
Ⓑ地球温暖化問題 場所：極地動物館前広場
Ⓒ海洋プラスチック問題 場所：極地動物館前広場
Ⓓオランウータンの森 場所：オランウータン舎⻄側広場

13：40〜 プログラムのまとめ（⻄門前）担当：のんほいパーククラブ
14：00 バス乗⾞（⻄門）

教育プログラム
「のんほいパーク動物たちから学ぶSDGs」

愛知県豊橋市

概要 ※全て税込料金

対 象 ⼩学生高学年〜中学生・高校生
開催日 ⽕曜日〜⾦曜日（休日、特別休園日は除く）
場 所 のんほいパーク園内各所（愛知県豊橋市大岩町字大穴1-238）

プログラム内容
下記①+②
①パネルラリー … 子どもたちが園内を巡りパネルを見て学習
②パネルガイド … 講師がパネルを使ってガイドを実施

プログラム参加費 生徒１人につき700円（25名以上の参加の場合）
※参加者24名以下の場合は応相談 ※オプションは別料⾦

入園料（団体30名以上） ⼩・中学生80円（東三河の学校は無料）、高校生480円
バス駐⾞料⾦ 1台400円

このプログラムは、ボランティア団体「のんほいパーククラブ」、および 「（一社）豊橋観光
コンベンション協会」 、 「豊橋総合動植物公園」が協力して実施するSDGs教育プログラムです。

＼＼広大な屋外施設で、密を避けてSDGs学習ができます／／

ご希望に応じて
アレンジします。
一度ご相談ください！

（2022年9月）



お問い合わせ・お申し込み先
■のんほいパーククラブ

〒441-3147 愛知県豊橋市大岩町字大穴1-238 TEL：(0532) 41-2186 FAX：(0532) 41-8030
E-mail：doshokubutsu@city.toyohashi.lg.jp
（上記TELつながらない場合は、(一社)豊橋観光コンベンション協会 TEL：(0532) 54-1484 へ）

ご相談・お申込みの際、下記項目をお伝えください。
・希望日時 ※ご要望に沿えない場合がございます。ご理解宜しくお願い致します。
・参加学校、学年、人数
・希望プログラム内容（オプション有無）
・ご担当者様のお名前・ご連絡先
※Eメールの場合は件名に【のんほいパークSDGs教育プログラム】と記入ください。

主催：のんほいパーククラブ
共催：一般社団法人 豊橋観光コンベンション協会 協力：のんほいパーク（豊橋総合動植物公園）

オプションプログラム
オプション１：学校での事前学習

約１時間、講義資料を用いて体育館等で実施いたします。教室実施は要相談。
≪内容≫

・SDGsの基礎講座
・生物多様性保全の現状
・事前課題の提供
・のんほいパークでのプログラム事前説明 等（要相談）

≪開催費用≫
・講師1名につき20,000円（税込）（最大3名まで派遣可）
・旅費：ガソリン代、高速道路料⾦を計算の上

請求させていただきます。

オプション２：飼育員による動物ガイド
1回あたり15分程度、１日に１回の開催。
≪内容≫

①アジアゾウ（群れ飼育の解説、ゾウの水浴び見学【冬期をのぞく】）最大3クラス対応可
群れで生きることの大切さを伝えるとともに、日本最大の広さを誇るプールで
ゾウたちがダイナミックに遊ぶ姿を見学します。

②ライオン（屠体給餌の解説・給餌見学） 最大2クラス対応可
有害駆除されている鹿の多くは駆除されたあと、山に捨てられています。
人間の都合で殺されたその命を次の命に繋げる試みを紹介します。

③キリン（キリン全般の解説と給餌見学） 最大2クラス対応可
特殊な進化を遂げたキリンについて
給餌を見学しながら学習します。

≪開催費用≫
各ガイド10,000円（税込）
※①②③を同時開催すれば最大7クラス対応可

これまでに参加いただいた生徒・教員の皆様からのお声
（2021年11月 豊川市内⼩学校 約70名、2022年3月 岡崎市内中学校 約180名、2022年4月京都市内中学校 約200名）

・たくさんの動物たちがいて楽しく学べた。（生徒）
・今、世界で問題になっているプラスチックゴミや地球温暖化等のことを、

動物を通して知って考えることができた。（生徒）
・今まで以上にSDGsを生活の中で意識できるようになった。（生徒）
・いつも、何げなくしていたことや、目にもとめてみなかったことが、

動物たちにとって生活しにくい環境につながっていることを知った。
自分達が一人でも多くの人に呼びかけて、自然や保護をしていくことにより
動物を救うことが出来るのかなと感じた。（生徒）

・人と動物の共存について考えることができるお話だった（教員）
・実際の体験談も入っており、聞きごたえがあった。（教員）

（2022年9月）

のんほいパーク
公式HP

https://www.
nonhoi.jp/


